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あ
と
が
き

こ
の
た
び
、「
淑
徳
ア
カ
デ
ミ
ア
」
の
第
七
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
創
作
集
は
、
淑
徳
大
学
公
開
講
座
を
受
講
す
る
み
な
さ
ん
の
日
頃

の
創
作
を
発
表
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
受
講
生

の
み
な
さ
ん
に
は
、
ま
す
ま
す
創
作
の
研
鑽
に
資
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
講
座
の
受
講
生
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
一
部
豊
島
新
聞
に

掲
載
の
「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
を
ご
担
当
の
先
生
の
ご
著
書（
共
著
）の
ご
紹
介
で
す
。「
親
鸞
の

世
界 

『
教
行
信
証
』
を
読
む
」
前
田
壽
雄
先
生
の
『
仏
事Q

&
A

 

浄
土
真

宗
本
願
寺
派
』（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
・
国
書
刊
行
会
）。「
柳

田
國
男
の
年
中
行
事
論
」
高
見
寛
孝
先
生
の
『
巫
女
・
シ
ャ
ー
マ
ン
と
神

道
文
化
』（
岩
田
書
院
）。「
短
歌
の
実
作
と
秀
歌
鑑
賞
」
沢
口
芙
美
先
生
の

『
歌
集 

や
は
ら
に
黙
を
』（
本
阿
弥
書
房
）。「
イ
ギ
リ
ス
の
詩
を
読
む
」

森
山
恵
先
生
の
『
岬
ミ
サ
曲
』（
思
潮
社
）。「
フ
ラ
ン
ス
の
詩
を
読
む
」
有

働
薫
先
生
の
『
詩
集 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
』（
思
潮
社
）。「
上

手
い
蕎
麦
を
た
ぐ
る
た
め
に
」
高
橋
克
典
先
生
の
『
レ
ス
ト
ラ
ン
「
藤
木
」

へ
よ
う
こ
そ
』（
平
原
社
）。「
華
厳
経
を
読
む
」
河
波
昌
先
生
の
『
あ
な
た

の
心
は
な
く
な
り
て
ー
空
外
上
人
を
偲
ん
で
ー
』（
無
二
会
）・『
如
来
さ
ま

ば
か
り
と
成
り
候 

（
念
仏
の
極
ま
り
）』（
無
二
会
）。「
福
島
泰
樹
氏
の
短

歌
講
座
」
福
島
泰
樹
先
生
の『
中
原
中
也
の
鎌
倉
』（
冬
花
社
）。「
源
氏
物

語
の
世
界
（
宇
治
十
帖
）
を
読
む
」
宮
川
葉
子
先
生
の
『
江
戸
に
生
き
て
ー

正
親
町
町
子
の
半
生
』（
白
鴎
社
）。「
村
上
春
樹
の
世
界
」
鈴
村
和
成
先
生

の
『
村
上
春
樹
は
電
気
猫
の
夢
を
見
る
か
?
』（
彩
流
社
）。「
赤
毛
の
ア
ン

の
世
界
」
松
本
侑
子
先
生
の
『
赤
毛
の
ア
ン
の
幸
せ
に
な
る
言
葉
』（
主
婦

と
生
活
社
）。「
中
島
伸
子
先
生
の
音
楽
教
室
」
中
島
伸
子
先
生
の
『
ピ
ア
ニ

ス
ト
中
島
伸
子Presents Ensem

ble Festa 2015inSuntoryH
all

・

会
場
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル（
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
）・
日
時
２
０
１
５
年
5
月
6

日（
祝
）10
時
開
演
・
出
演
ピ
ア
ノ
：
中
島
伸
子D

iscipleG
uest

：
大
沢
聡
』

淑
徳
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
淑
徳
大
学
教
育
学
部

公
開
講
座
「
現
代
日
本
の
教
育
革
命
（
新
井
保
幸
編
著
）」（
高
陵
社
書
店
）

を
、
出
版
い
た
し
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
各
講
座
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
先
生
方
お

よ
び
豊
島
新
聞
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
、
こ
こ
ろ
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に

「
淑
徳
ア
カ
デ
ミ
ア
」
の
第
七
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
に
『
若
い
芸
術
家
の
肖
像
』
と
い
う
作
品
が

あ
り
ま
す
。
主
人
公
は
、
幼
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
体
表
現
を
駆
使
さ
れ
て
描
か
れ
、
最
後
に
、
芸
術
家
と
し
て
出
発
す
る

こ
と
を
決
心
す
る
作
品
で
す
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
が
目
指
し
た
芸
術
家
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話

の
巧
み
な
工
人
・
ダ
イ
ダ
ロ
ス
で
す
。
ダ
イ
ダ
ロ
ス
は
、
ク
レ
タ
島
に
着

く
と
、
ア
リ
ア
ド
ネ
の
糸
で
知
ら
れ
る
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
の
迷
宮
を
作
り

ま
す
。
し
か
し
、ア
リ
ア
ド
ネ
を
秘
密
の
糸
で
入
口
ま
で
逃
が
し
た
た
め
、

ダ
イ
ダ
ロ
ス
と
そ
の
息
子
イ
カ
ロ
ス
は
、
幽
閉
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ダ
イ
ダ
ロ
ス
は
、
自
分
と
息
子
の
た
め
に
、
翼
を
つ
く
っ
て
脱
出
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
イ
カ
ロ
ス
は
あ
ま
り
に
太
陽
に
近
づ
き
す
ぎ
た
た
め
に
、
翼

の
蝋
が
溶
け
て
海
に
転
落
し
ま
す
。
現
代
で
は
、
救
わ
れ
た
ダ
イ
ダ
ロ
ス

は
、
飛
騨
の
匠
に
比
さ
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の
も
の
を
発
明
す
る
象
徴
と
し

て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
の
「
淑
徳
ア
カ
デ
ミ
ア
」
は
、
巻
頭
に
、
淑
徳
大
学
公
開
講
座
の

ご
担
当
の
講
師
の
皆
さ
ん
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。次

に
、「
俳
句
の
実
作
と
鑑
賞
・
中
級
」「
俳
句
の
実
作
と
鑑
賞
・
初
級
」

「
短
歌
の
実
作
と
秀
歌
鑑
賞
」「
川
柳
入
門
講
座
」「
小
説
の
書
き
方
講
座
」

「
詩
を
書
こ
う
」「
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
」「
詩
人
の
童
話
を
読
む
」「
文
章
講

座
」
の
講
座
の
講
師
と
受
講
生
の
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
「
淑
徳
ア
カ
デ
ミ
ア
」
で
は
、
現
代
表
現
に
か
か
わ
る
多
様
な

手
法
と
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
変
転
極
ま
り
な
い
現
代
社
会
に

生
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
表
現
」
と
し
て
の
自
己
表
現
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
も
、
短
編
集
『
ダ
ブ
リ
ン
市
民
』
に
よ
る
初

期
の
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
や
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ

ク
』
な
ど
、
意
識
の
流
れ
の
技
法
ほ
か
、
現
実
描
写
を
い
か
に
す
る
か
と

い
う
模
索
と
冒
険
を
し
て
い
ま
す
。
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―
―
―
―
―
―
25

田
搔
牛	

武
藤　

三
山
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
25

千
年	

渡
辺　

敏
恵
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
26

俳
句
の
実
作
と
観
賞
・
初
級	

担
当
講
師
　
藤
本
　
美
和
子
（
俳
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー	
藤
本　

美
和
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

白
猫	

伊
藤　

勲
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

つ
る
し
雛	

上
野　

ノ
エ
ル
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

巡
礼
の
鈴	

緒
方　

阿
久
亜
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

ポ
ン
ポ
ン
船	

尾
崎　

晃
男
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27



4

夏
来
る	

長
村　

光
英
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27

門
火	

小
島　

た
だ
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

流
木	

笹
渕　

正
保
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

梅
探
る	

佐
藤　

健
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

一
葉
落
つ	

高
橋　

と
し
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

彼
岸	

高
宮　

早
苗
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

遠
き
雲	

谷
口　

蕪
舟
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28

枇
杷
の
花	

照
田　

宥
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
29

種
を
採
る	

土
橋　

モ
ネ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
29

眉
月	

永
岡　

美
砂
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
29

暮
早
し	

中
村　

か
ず
お
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
29

短
歌
の
実
作
と
秀
歌
鑑
賞	
担
当
講
師
　
沢
口
　
芙
美
（
歌
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
30

巌
流
島
の
松
毬	

沢
口　

芙
美
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
30

法
螺
の
音
の	

金
子　

ふ
み
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
30

望
み
を
い
だ
く	
喜
多　

す
み
え
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
30

区
切
り
の
時	
小
林　

初
美
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31

十
薬
し
ろ
じ
ろ	

小
出　

加
津
代
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31

馬
場
歩
み
ゆ
く	

早
石　

惠
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31



5

川
柳
入
門
講
座	

担
当
講
師
　
佐
藤
　
孔
亮
（
番
傘
川
柳
本
社
同
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
33

	

吉
田　

小
尋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
33

	

佐
藤　

潤
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
33

	

西
形　

真
理
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
33

	

池
上　

登
茂
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
33

	

増
田　

百
合
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34

	

茶
位　

省
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34

	

管
野　

あ
き
ら
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34

小
説
の
書
き
方
講
座	

担
当
講
師
　
盛
田
　
隆
二
（
作
家
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
35

み
ん
な
紫
陽
花	

青
木　

弘
美
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
35

慘
事	

荒
川　

佳
洋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
45

銀
座
の
ミ
ツ
バ
チ	

岩
城　

み
ず
ほ
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50

帰
れ
る
場
所	

佐
々
木　

佳
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
56

「
桃
と
キ
ラ
ー
ズ
」　	
鈴
木　

隆
詩
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
65

音
を
立
て
て	
寺
澤　

暦
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
73

か
わ
い
そ
う
な
破
片	

中
島　

文
華
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
81

リ
ボ
ル
バ
ー
に
呪
文
を
乗
せ
て	

保
立　

眞
由
子
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
88



6

詩
を
書
こ
う	

担
当
講
師
　
川
口
　
晴
美
（
詩
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
104

父
と
歩
い
た
長
い
道	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
104

未
知
の
人	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
105

お
化
け
屋
敷	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
105

眠
れ
た
朝
の
印
象	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
105

袋
小
路
に
咲
く
花	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
106

朝
の
街
路
樹	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
107

メ
ー
ル
よ
り
電
話
が
い
い	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
107

何
も
な
い
の
に	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
108

妻
に	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
108

旅
に
出
た
三
人	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
109

夢
の
続
き	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
110

水
た
ま
り	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
110

箱
詰
め
電
車	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
111

路
に
記
憶
が
あ
る	

殿
岡　

秀
秋
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
111

エ
ッ
セ
イ
を
書
く	

担
当
講
師
　
中
本
　
道
代
（
詩
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
112

郷
里
に
て	

中
本　

道
代
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
112

香
り
に
は
っ
と
す
る	

青
木　

理
恵
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
112

柿	

岡
田　

照
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
113



7

家
族
の
戦
争	

岡
田　

照
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
113

魔
女
の
ル
ー
ジ
ュ	

葉
山　

美
玖
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
114

ク
リ
ス
マ
ス
の
蜜
柑	

葉
山　

美
玖
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
115

わ
が
読
書
一
冊
三
行
題
名
だ
け
が
わ
が
魂
に
及
び
ぬ	

細
田　

傳
造
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
116

西
洋
の
女	

細
田　

傳
造
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
117

似
顔
絵	

松
浦　

幸
枝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
118

行
列	

松
浦　

幸
枝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
118

幸
せ
は
自
分
の
心
が
決
め
る	

吉
沢　

智
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
119

新
し
い
時
代	

吉
沢　

智
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
119

九
段
下
「
昭
和
館
」	

吉
田　

緑
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
120

鬨
の
声	

渡
辺　

正
道
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
122

至
福
の
時
間	

渡
辺　

正
道
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
122

詩
人
の
童
話
を
読
む	

担
当
講
師
　
岡
野
　
絵
里
子
（
詩
人
）
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
125

マ
ッ
チ
売
り
の
詩
人	
野
尻　

民
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
125

赤
い
鳥	
細
田　

傳
造
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
125

文
章
講
座	

担
当
講
師
　
吉
田
　
和
明
―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
127

四
が
並
ん
だ
手
術
の
費
用	

安
部　

佳
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
127

大
阪	

安
部　

佳
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
127



8

二
度
目
の
中
欧	

安
部　

佳
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
128

つ
な
ぎ
た
か
っ
た
そ
の
手	

青
木　

理
恵
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
129

胸
を
張
っ
て
い
け
る
よ	

青
木　

理
恵
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
129

お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
で
も	

青
木　

理
恵
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
130

不
景
気
を
感
じ
る
時	

吉
田　

緑
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
131

不
便
に
な
っ
た	

吉
田　

緑
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
132

あ
き
ら
め
な
い	

吉
田　

緑
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
133


